
豊中市告示第２８４号

　　　豊中市公共下水道事業業務状況の公表

　豊中市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例（昭和４１年豊中市条例

第４６号）第８条の規定による令和３年１０月１日から令和４年３月３１日までの業

務状況を，次のとおり地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２の

規定に基づき公表します。

　　令和４年６月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊中市長　　長　内　繁　樹

令和４年(2022年)３月３１日　現在

庄内下水処理場

公衆浴場汚水
一般汚水
臨時汚水

下半期総処理水量とその区分

下半期総処理水量
29,252,634m3

(100.0%)

9,716,600m3

(33.2%)

19,536,034m3

(66.8%)

庄内下水処理場

猪名川流域下水道
原田終末処理場（豊中市分）

一般汚水

下半期下水道使用料収入

下半期
下水道使用料

2,018,617,779円
(100.0%)  

1,963,513円
(0.1%)

2,007,590,578円
(99.5%)

9,063,688円
(0.4%)

臨時汚水 公衆浴場汚水

排 水 人 口 399,941 人
処 理 可 能 区 域 人 口 399,941 人
処 理 可 能 区 域 戸 数 178,065 戸
年 間 総 処 理 水 量 69,224,925 m3

一 日 平 均 処 理 水 量 189,657 m
3



令和３年度(2021年度)下半期予算の執行状況　　（消費税及び地方消費税込み）　

収益的収支

　収　入　　 円 円

0   5億   10億   15億   20億   25億　 30億   35億   40億   45億    50億 　55億   60億 

2,018,617,779 円 4,020,541,940 円

1,272,458,771 円 2,660,524,771 円

1,219,373,924 円 2,610,500,174 円

1,698,789,401 円 2,776,815,001 円

11,461,389 円 11,461,389 円

70,000 円 605,000 円

3,660,276 円 3,660,276 円

416,356 円 420,000 円

53,378,508 円 132,269,008 円

32,446,161 円 32,446,161 円

1,011,733,147 円 2,014,349,204 円

1,827,194 円 7,288,279 円

　支　出 円 円

0   5億   10億   15億   20億   25億　 30億   35億   40億   45億    50億 　55億   60億 

1,058,433,504 円

665,334,278 円

2,149,655,756 円 4,301,021,637 円

5,922,495,828 円 7,754,847,566 円

182,366,496 円

雑 支 出

559,206 円

0   △5億 △10億 △15億 △20億 △25億 △30億 △35億 △40億 △45億 △50億 △55億 △60億 

△ 1,596,178,658 円 780,300,519 円

営

業

収

益

下 水 道 使 用 料

7,324,232,906 14,270,881,203

予  算  費  目 下 半 期      予 算 の 執 行 状 況 累  計

雨 水 処 理 負 担 金

13,490,580,684

職 員 給 与 費

減 価 償 却 費

他 会 計 補 助 金

373,868,984

営

業

外

収

益

手 数 料 収 益

そ の 他 営 業 収 益

受 取 利 息

消 費 税

長 期 前 受 金 戻 入

8,920,411,564

雑 収 益

差 引 額

支 払 利 息 及 び 企 業 債 取 扱 諸 費

営

業

費

用

その他（繰越分含む）

円

2,408,993 円

営

業

外

費

用

うち退職給付費
125,006,444円

流域下水道原田終末処理場

受託管理負担金収入

流域下水道終末処理場

建設受託事業収入（繰越分含む）

空港貯留施設受託
管理負担金収入

消費税及び地方消費



資本的収支

　収　入　 円 円

0      5億 　 　10億　 　  15億　　 　20億 　　　25億　  　30億     35億

2,121,300,000 円 2,121,300,000 円

1,030,630,000 円 1,030,630,000 円

37,953,961 円 75,909,461 円

12,354,644 円 12,354,644 円

0 円 40,260 円

返  還  金
0 円 0 円

　支　出 円 円
0      5億 　  　10億　 　  15億　　 　20億 　 　25億　  　30億     35億

3,147,400,992 円 4,093,111,594 円

0 円 0 円

940,879,197 円 1,855,911,290 円

0    △5億  　 △10億　  △15億　　△20億  　△25億　  △30億    △35億

△ 886,041,584 円 △ 2,708,788,519 円

円
円

企 業 債 現 在 高 26,713,548,610
一時借入金現在高 0

差 引 額

貸借対照表（消費税及び地方消費税抜き）　

［令和４年(2022年)３月３１日現在]

（繰越分含む）

企 業 債 償 還 金

他 会 計 負 担 金

工 事 負 担 金

受 益 者 負 担 金

4,088,280,189

貸 付 金

3,202,238,605 3,240,234,365

予 算 費 目
下 半 期      予 算 の 執 行 状 況

累  計

企業債(繰越分含む)

国庫補助金(繰越分含む)

5,949,022,884

建 設 改 良 費

資産の部

101,743,449,209円
(100.0%)

流動資産
8,403,893,646円

(8.3%)

固定資産
93,339,555,563円

(91.7%）

固定負債
25,322,699,079円

(24.9%)

負債･資本の部

101,743,449,209円

(100.0%)

37,939,008,663円

繰延収益

(37.3%)

資本金
27,168,572,690円
（26.7%)

流動負債
4,984,805,726円
（4.9%)

剰余金
6,328,363,051円

(6.2%)



令和４年度(2022年度)予算の状況　　（消費税及び地方消費税込み）

収益的収支　　

  収　入　　 円
 0   　10億  　20億　　30億　　　40億　　　50億　　 60億　 　70億　　 80億  　 90億

3,948,140,000 円

2,904,011,000 円

3,254,994,000 円

2,698,619,000 円

14,572,000 円

525,000 円

420,000 円

167,321,000 円

144,652,000 円

2,057,951,000 円

6,958,000 円

  支　出　　 円
 0   　10億  　20億　　30億　　　40億　　　50億　　 60億　 　70億　　 80億  　 90億

1,151,138,000 円

4,388,220,000 円

8,862,181,000 円

5,900,000 円

1,000,000 円

 0   　10億  　20億　　30億　　　40億　　　50億　　 60億　 　70億　　 80億  　 90億

395,995,000 円

差 引 額

減 価 償 却 費

そ の 他

予 備 費

営

業

費

用
営
業
外
費
用

雑 支 出

予

備

費

他 会 計 補 助 金

長期前受金戻入

雑 収 益

14,802,168,000

支払利息及び企業債取扱諸費

15,198,163,000

下 水 道 使 用 料

雨水処理負担金

手 数 料 収 益

受 取 利 息

393,729,000 円

消 費 税

営

業

外

収

益

営

業

収

益

職 員 給 与 費

うち退職給付費
129,103,000円

流域下水道原田終末処理場

受託管理負担金収入

流域下水道終末処理場

建設受託事業収入

空港貯留施設受託

管理負担金収入



資本的収支　

　収　入　　 円

0     5億　 　10億　  15億   20億　 25億   30億   35億   40億　 45億 　50億      

2,235,600,000 円

1,029,550,000 円

71,868,000 円

15,452,000 円

30,000 円

60,000 円

　支　出　　 円
0     5億　 　10億　  15億   20億　 25億   30億   35億   40億　 45億 　50億      

4,528,421,000 円

195,000 円

1,879,721,000 円

0   △5億　△10億 △15億  △20億　△25億  △30億  △35億  △40億　△45億 △50億      

△ 3,055,777,000 円

貸 付 金

企 業 債 償 還 金

差 引 額

3,352,560,000

企 業 債

国 庫 補 助 金

他 会 計 負 担 金

工 事 負 担 金

受 益 者 負 担 金

返 還 金

6,408,337,000

建 設 改 良 費



令和 4 年度（2022 年度） 経営方針 

 

上下水道局は、「第 2 次とよなか水未来構想」に掲げた 6 つの目ざすべき将

来像の実現を使命としています。令和 4 年度の予算編成においても、6 つの

将来像の実現に向け、上下水道施設の計画的かつ持続的な維持管理・改築更

新および技術の継承に努めながら、私たちの暮らしや産業活動に欠くことの

できないライフラインとしての機能確保を図ります。あわせて、効率的な事

業運営や人材育成に努めながら、お客さまの視点に立った持続可能な経営基

盤の確立をめざします。 

 

<水道事業会計> 

 令和 3 年度決算は、482,023 千円の純利益を確保することができ、資金剰

余額は、4,262,099 千円となる見込みです。 

収入については、対前年度比で有収水量が 454,649 ㎥の減、給水収益は

98,118 千円の減となっており、水需要の減少等により、収益の根幹となる給

水収益は引き続き厳しい状況が予想されます。 

費用については、管路の更新、管路の耐震化など老朽化した施設の更新に

関して必要となります。 

限られた財源を計画的かつ効率的に活用し、安定給水を確保していくため、

事業を着実に進めていきます。 

 

<下水道事業会計> 

令和 3 年度決算は、420,408 千円の純利益を確保することができ、資金剰

余額は、5,298,807 千円となる見込みです。 

収入については、対前年度比で有収水量が 144,755 ㎥の減、下水道使用料

が 27,536 千円の減となり、水道事業会計と同様に、引き続き厳しい状況が予

想されます。 

費用については、浸水対策、老朽化した管路の改築などに関して必要とな

ります。 

限られた財源を計画的かつ効率的に活用し、下水道を持続・強化していく

ため、事業を着実に進めていきます。 

  


